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はじ めに

富士及ひ1府根火山の東方に位置する大磯丘陵では， 20m 
OP 

5'f大な量のテフラが分布し，最近40万年間の連続した

11111 
テフラ層序が確立されている（｜町田， 1971，町田ほか OB 匿~ 1

1974；上杉，1976など〉。また， i海水準変動や地殻変 Eヨ2
動の影響を受けて，テフラ層聞のいくつかの層準には

寸寸
海成層および河成層が挟在され，地形面や埋没地形面 Pm-I 03  
として保存されている。かつ，大磯丘陵は第四紀地殻 H 0 4 
変動の極めて著しい地域でもある。 G 15 
筆者の1人，森 (1980）は大磯丘陵東部地域につい F 仁コ 5
て下末吉矧を中心として地形面の分布や離水過程を明 E 白］］ 6 
らかにし，その分布高度などから吉沢面の傾動様式や

その他の活構造を論じた。しかし，こうした構造運動
D 

に伴う断層解析から応力場を復元したり，その発生時

期を論じたりすることは行なわれていなし、。我々はこ ｜必ヌ忠仁｜c 
の様な観点から大磯丘陵東部の活構造について再検討

し，ひいては大磯丘陵全域の構造運動の性格を解明す 101 応ぷぎ三｜B 
ることを目f内として，調査継続中である。 今回この調

ひとメ十）g1タi' 査中に，平塚市人の吉沢ローム層r=!oIこ，地すべりに

起因すると忠われる低角スラス ト群を発見した。この

スラストを伴う地すべりは，その後の厚いテフラに覆

われたため浸食されずに保存されたもので，発生時期 :v v、，vv 、〆vv 、戸vv 、－；，， f'・＇＼－’ 
地すべり発生時の
地表面

が明確でトあり，かつ発生以前のiif＇税構造を 保存してい

るため，その内部桝造をよく観察できる点で洪積世に
βイ I~~·＇－＇.~.；ア刈 A 

起こった古地すべりとしては極めて貴重である。ここ

ではこの地すべりに伴うスラスト鮮の記載を行ない，

地すべりの発生時期やその誘因及び意義について考察

する。 間pP‘ 
p 

図 1 平塚市土屋 ・人増付近における吉沢ローム中 ・

上部庖の柱状図

1. qi£石， 2.岩片， 3.火山砂， 4.米風化火山灰， 。
5.風化火山灰， 6.クラック常
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大磯丘陵北東部の地形・地質概要

大磯丘陵北東部に見られるテフラ累腐は上位より新

期ローム層3 吉沢ローム層，土屋ローム周，七回1IHi・ロ

ーム層，早田ローム層に細分されている（上杉，1976）。

これらのローム層間には吉沢層，七国111：：・腐，早困層の

海成層が挟在し，各ローム屑の下部と岡崎異庖であ

る。したがって，本地域には早田筒（約23～24万年

前〉。七国峠商（約19万年前〕，吉沢面 （約14～10万五｜三

前〉の3地形面が分布する。以下に各ローム層及び海

成層について，地形面との関係も含めて略述する。

1.吉沢ローム層及び新期ローム庖

吉沢ローム層及び新ft］ローム屑は大磯丘陵東部に広

く分布する。吉沢ローム層は上杉ほか（1978）により

斜交層準に基づいて， 下位より最下部）~／， F自il層，中

高il＠，上部層に四分されている。吉沢ローム屈の全層

厚は大磯丘陵東部地域で約35mほどである。最下部層

は下末吉埋没土層（SB）と呼ばれる層準であり ，全体

として褐色風化火山灰層より成るが， SB-0（上杉ほ

か， 1978；町田ほか，1974のTAu12〕から SB4 I]) 

鍵層を挟在する。下部層は z（上杉， 1976; lllJ田，
1971のKIP-1，以下同様〉からP＂〔KIP-15〕までの鍵

層をJ夫在する，極めて軽石層に富むテフラ屑である。
中部層は A(KmP 1）から H（新井｜ーほか 1977KmP-

11）までのテフラ層であり， 下部層と同様極めて軽石

層に富む。上部層は PmI下位から OB（小原台埋没

土層〕にかけての層準であり ，褐色風化火山灰層より

成る。これらの吉沢ローム層はほとんどが箱根火山の

新期外輪山期（YS期）の産物である（図1参照）。

さらにこの吉沢ローム層の上位には新知lローム層が

30mほどの層厚を有して分布している。新期ローム層

は下半部にある数枚の軽石層（箱根火山の終石流j羽及

ひ胸中央火口丘期の産物〕を｜徐くと，大部分が古期富士

当時の｜注域に沿って海返したことが知れる。

従って，この吉沢層のi{t積面である吉沢面は図2・

3のように平塚市土屋から府取山にかけての山地及ひ’

古期の地形而をとり閥むように分布する。この吉沢面

の現高度分布をみると，当時の陸域を隆起の中心とし

て，北側では北ないし北東へ，南側では南方へ吉沢面

が傾勤している様子が伺える（森，1980，図3）。ま

た，この吉沢面の高度分布の地域的差異により ，平塚

市片岡から大磯町生沢にかけての生沢構造線（森ほ

か， 1977），湖南平北側の小向断層〔東京都防災会議，

1976）などの活断層の存在も示唆されている。

3.七悶峠腐・早田層

七l型峠層は屑厚20mほどの海成の砂磯j雷であり，平

塚市土屋 ・七図Iiiゃから大磯町黒岩にかけての海抜120

～l50mの丘陵頂部付近にのみ分布する（図 2）。本層

は上位に七国11時ローム層を整合にのせ，七回峠ローム

層下部と同時異層である。 七回11時の現高度分布から，

同商は北西へ向って60%。で傾勤している（森，1980）。

一方，早困層は海成砂層であり，平塚市土屋 ・早田

付近ではほぼ Tm-8(TB 1）より上位の早田ローム

層を整合にのせる。従って，早困層は早田ローム層下

部と同時異層である。早田町は海抜40～lOOm付近に

分布し（図2〕，北西へ向って86%0て、傾動している（森，

1980〕。

従って，この岡地形面の高度分布から，新しL、七国

峠面の方が分布高度が高く，早田面と七国峠面とは地

形面が逆転していることがわかる。また，早田面上に

は七回峠ローム庖が分布するが，七国峠層が認められ

ないことから，七国11時付近は早田層土佐積後，七回峠層

堆積前には相対的に沈降し，七国峠層ijf：積後に隆起域

に転じたことが示唆される。

火山起源の褐色スコリア質風化火山灰よりなる。 スラスト露頭の記載

2 吉沢層 ここで報告するスラスト露頭は平塚市人増（図2,

吉沢層は吉沢ローム層の下位に下末吉期の海成層と 3のLoe.1〕にあり，前述した吉沢面上に位置する。

して広く分布し，広い海成面（吉沢面〕を椛成してい 悶2・3に示すように，この地点は海成吉沢面の西端

る。吉沢層は吉沢ローム下部層及び最下部層と同時異 にあり，早田面に隣接している。

庖である。本層は平塚市土屋 ・寺分から東方，吉沢 ・ 図4にスラストの見られる露頭スケッチを示す。こ

旭 ・ 大磯］Jにかけては砂層及び1削除J~iであり ， 湾口部 こでは図4のように吉沢ローム層中の Po（新称，町

から外洋性の層相を示すが，土屋度伸川流域てーは内湾 田，1971による KIP13直上のもの〉～A'（上杉，

性の泥層及び湖成の泥炭層よりなる。森（1980）に 1976 ; IIIJI壬I, 1971の KmP2，以下同様〕の層厚6m

は，この吉沢！習の離水過程が最大海進期の古地迎と共 のテフラ層〈図1参照〉が，2つの低角スラストによ

に示されている。それによると， SB期に最高海面に り111:積構造をほとんと乱されることなく 3回重複し

達した海が，その後北西から東方へ，さらに南方へと て観察される。すなわち，どのスラスト面も吉沢ロー
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図 2

大磯丘陵東

部地域の地

形面分類図

（森， 1980

による〉

図 3.

大機丘陵東

部地域の吉

沢面高度分

布図（森，

1980 によ

る〉

アミは吉沢

期の陸域，

数字の単位

はm
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図 4 スラスト露頭のスケッチ

ム層中のPoとA＇とが接しており， Poの下位にある

はずの P(KIP 13〕は全く認められない。つま り断層

面はほとんど層理商と平行である。しかし先端部では

Po～A＇のテラフ 層がスラストによ り引きずられ， － 

部では逆転している。このスラストによる変位量は南

西側のものが水平に 13.5m，垂直に 4.6m，北東側の

ものが水平に23.5m，垂直に Imであり， 2つの合計

水平移動量は37mlこ達する。

断層面はほぼ N40～30°Wの走向をもち，南西側で

30。ほど南へ傾斜するが，北東側へ緩傾斜となり，す

ぐに水平となる。断層面）こはほとんど断層粘土を挟ま

ないがヲ厚さ 3～5仰の粘土質ロームを伴うことがあ

る。

また，図4に示すように P',P＂〔KIP14, 15）を

挟むローム層中には多数の落差の小さい逆断層が認め

られる。これらの断層は走向 Nl3～75°W，傾斜15～
55。Sのものと， 走向N2～87°W，傾斜10～70°Nの2

グノレープに区分される。これらの小逆断層群の応力場

を復元すると， NE-S W方向に最大主圧縮応力軸が

あることがわかる〔図 7）。

次にスラストの発生時期について検討する。前述の

ように，このスラストにより変形を受けているのは

PoからAJのテフラ層である。そして露頭南西端では

スラスト形成後の凹地形を埋めるように A"(KmP-3)

以上の吉沢ローム層が堆積している。また露頭北東端

20 
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図 5. スラスト露頭周辺の平面図

①は北東側のスラストによる引きずり先端部，

②は南西側のスラストによる引きずり先端部，

矢印は地すべりの滑動軸及び滑動方向，走向傾

斜はA＂以上のテフラのもの

ではややブロック化したA＇の上に A＂以上のテラフ層

が低所を埋めるように堆積している（図4）。すなわ

ち，南西側のブロックが北東へj骨動した後に生じた凹

地や引きずり先端部では， A旬、ら B〔KmP-5）まで

の吉沢ローム層が特に厚く堆積している。従ってこの

スラストは明らかにAF降下後， A"i{t積前に形成され

たものである。なお，吉沢ローム層のフィッション・ト

ラック年代として A(KmP-1）が98000土12000B .P., 



D (KmP-7）で 89000±12000B. P. （ともに町田 ・鈴

木， 1971）という値が得られており，このスラストは

約9.5万年前頃に形成されたものといえる。

こうした諸点から考慮すると，このスラス トは地す

べりに起因するものであると推定される。すなわち，

この地すべりは P(KIP-13〕の上面をすべり面と し

て， Poから AFのテフラをほとんど地積構造を乱す

ことなく滑動させ， 当時乃地表面にのり上げたもので

ある。それゆえ，スラストの上盤側には P(KIP-13) 

以下のローム層は認められない。そして，のり上げた

地すべり先端部に低角スラストが形成されたものと考

えられる。 Pの上面をすべり面としたのは， Pの上部

が粘土化した軽石層であるのに対し，そのよ｛立の層厚

Sm 

。

N 

3mの褐色風化火山灰層が非常に堅硬なクラック帯と

なっているためと考えられる。 こうした層相の境界面

がすへり面となっている例としては，後述する本露頭

南方で認められるBの上面，および土沢中学校北でみ

られるAFの上面を利用したすべり面があげられる。

また， Pの上面をすべり面として滑勤したローム層

は Poから A’までで層厚Gmほどである。この値は

後述するBの上面をすべり面として滑勤したOB期の

地すべり堆積物の厚さ 5.5mに近似している。

ところで，この地すべりはS50°WからN50°E方向

へ滑動し，ほとんど同時期に2回以上く り返したもの

と判断される。露頭北東端にみられるテフラ層の引き

ずりはその最先端部である。また，北東側（下位〉の

ト1

図 6.

平塚市土屋 ・早田にみられ

る露頭スケッチ

N50E－ーム

図 7.

平塚市土屋付近

の地すべり模式

断面図
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スラスト直下に認められる黒褐色ローム層は地すべり

当時の地表面を構成していたものと推定される。な

お，図4に示されるp', P＂を挟むローム層中の逆断

層群は地すべり堆積物が停止するとき，一時的庄縮応

力場lこわかれて形成されたものと考えられる。

次に露頭周辺を平面的に概観すると図5のようであ

る。この図にはテフラの引きずりによって示される地

すべり先端部が孤状をなしているのが示されている。

このスラストを伴った地すべり末端部は70m以上の幅

を有する。また，その南西側には地すべりが滑動した

後に生じた日地の存在が確認できる。こうした点から

もこの地域が地すべり地形を呈していることが伺え

る。さらにこの露頭に連続する南南東方向の露頭で

も，幅lOOm以上に亘って地すべり堆積物が認められ，

吉沢ローム層中のA, A Fが2回重複して観察される。

ここではスラスト露頭とは異なり，堆積物がかなり乱

されている。この地すべり発生時期もスラスト露頭と

同様に A＂堆積前と思われる。従って，スラスト露頭

から南南東へ200m以上に亘って，ほぼ同時期に数回

の地すへりが発生したものと考えられる。また露頭南

端ではさらに上位にB〔KmPののよ面をすべり面と

して3 吉沢ローム中部層のC(KmP-6〕から H(KmP

11〕までのテフラが地すべり性の乱堆積を示し， OB 

〔小原台埋没土層〉 以上の新期ローム層におおわれて

いる。このOB堆積前に発生した地すべりも東方へ滑

動した機子がその堆積状態より伺える。

地すべりの誘因

図3に示した大磯丘陵東部地域の吉沢面の高度分布

図によれば，吉沢面は地すべり露頭付近では89%0で

N50。Eへ傾動している。従って，吉沢面が離水後現

在までに等速的に傾勤したと仮定すると，地すべり発

生時，すなわち約9.5万年前には20見。ほど北東へ傾い

ていたことになる。また，地すべり露頭西方200m以

西には早田面が分布しており〔図 2）， 吉沢層堆積期

に比高20～30mの段丘崖の存在が示唆される。この地

すべりは勾配20%0の吉沢面上で発生したとも考えられ

るが，南西から北東方向へ滑勤した地すべりであるこ

と， 20om西方に段丘崖があったこと，幅200m以上に

も及ぶほど大規模な地すべりであること， AF堆積後

A＂堆積前に 2回以上発生し， OB期にも地すべりを

起こしていることなどを考慮、すると，段丘j崖で発生し

たものと考えた方が妥当のようにも思われる。

さて，この地すべりの誘因について考察すると，次

22 

の理由から構造運動が関与しているのではなかろう

か。スラスト露頭より 250mほど南西の早田面上に分

布する早田ローム層および吉沢ローム層中には（図2

• 3のLoe.2〕これらのローム層を切る正断層が多数

存在する〔図6〕。これらの小断層の応力場を復元す

ると，図7のように早田ローム層中のものはほぼNE 

s W方向に最大主引張り応力軸がある。 一方，前述し
たようにスラスト露頭における逆断層群では NE S 

W方向に最大圧縮応力軸がある。こ うした応力軸の方

向性は前述した吉沢面の傾動方向とも一致している。

このような点を考慮すると， NE方向へ傾動する構造

運動が地すべり発生の誘因となった可能性が示唆され

る。すなわち， 鷹取山一七国峠地域の隆起に伴い，早

田周辺の早田ローム層や吉沢ローム層中には多数の正

断層が形成され，早田面の段丘崖に斜面堆積していた

吉沢ローム層は P〔KIP13〕の上面をすへり面として

地すべりをおこしたのではなかろうか。そしてその先

端部にスラストが形成されたものと考えられる（図

7)。しかし，この地すべりを 直接構造運動に関連さ

せて考えるにはややデータ不足であり，今後さらに周

辺の地すべり堆積物の分布や時代を明らかにすると共

に，早田面上及び吉沢函上の同時期の小断層解析を多

数の地点で行ない，データを集積する必要がある。
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